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章　
「
日
本
人
」
は
冒
険
・
探
検
を
ど
の
よ
う
に
消
費
し
て
き
た
か 

1

︱
「
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
」、「
真
正
性
」、「
学
術
探
検
」、「
物
語
」

︱

１　
「
メ
デ
ィ
ア
」
と
し
て
の
冒
険
・
探
検　
　
1

２　

戦
前
の
冒
険
・
探
検
を
め
ぐ
る
研
究
か
ら
見
え
る
論
点　
　
3

「
事
業
」
と
し
て
の
冒
険
と
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
の
語
源　
　
「
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
」
と
し
て
の
冒

険
・
探
検　
　

冒
険
・
探
検
の
「
真
正
性
」
に
関
す
る
議
論
の
登
場　
　

探
検
に
お
け
る
「
学
術
」
の
意
義　
　

「
冒
険
小
説
」
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
と
そ
の
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス

第
Ⅰ
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海
外
渡
航
自
由
化
以
前
の
冒
険
・
探
検
―
一
九
六
四
年
ま
で

第
1
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戦
後
日
本
の
学
術
探
検
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
関
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17

︱
「
冒
険
・
探
検
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を
め
ぐ
る
学
術
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映
画
／
観
客
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政
治
の
欲
望

︱
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戦
後
日
本
に
お
け
る
学
術
探
検
と
記
録
映
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17
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大
衆
の
た
め
の
「
探
検
記
録
映
画
」　　

戦
後
日
本
の
海
外
エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
シ
ョ
ン　
　

探
検
と
学
術
お
よ

び
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
関
係
性
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映
画
﹃
マ
ナ
ス
ル
に
立
つ
﹄
と
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
欲
望
」
／
「
真
正
性
」　　
21

マ
ナ
ス
ル
へ
の
挑
戦　
　

戦
後
の
記
録
映
画
ブ
ー
ム
と
﹃
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
征
服
﹄
の
イ
ン
パ
ク
ト　
　

報
道

カ
メ
ラ
マ
ン
と
劇
映
画
監
督
の
融
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記
録
映
画
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お
け
る
「
真
正
性
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ま
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の
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シ
ョ
ナ
ル
な
欲
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正
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検
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検
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作
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ル
な
欲
望
」「
真
正
性
」
と
「
探
検
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検
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﹃
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﹄
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〇
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40
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﹄
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戦
前
の
探

検
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録
映
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断
絶
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連
続
性
」

第
2
章　

海
外
渡
航
解
禁
前
︵
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六
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年
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た
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︱
小
田
実
と
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江
謙
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︱
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外
渡
航
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禁
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︵
一
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︶
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冒
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六
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冒
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﹃
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冒
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独
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と
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う
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「
真
正
性
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の
懐
疑　
　
「
教
養
と
し
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て
の
冒
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と
い
う
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永
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の
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ィ
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堀
江
評
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66
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小
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江
謙
一
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68
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航
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由
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前
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踏
の
地
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な
き
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一
九
六
四
〜
八
〇
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第
3
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三
浦
雄
一
郎
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エ
ベ
レ
ス
ト
大
滑
降
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一
九
七
〇
年
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と
大
阪
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73
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「
企
業
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と
し
て
の
冒
険
と
日
本
の
高
度
成
長
期

︱

１　
「
エ
ベ
レ
ス
ト
大
滑
降
」
へ
の
挑
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74

「
エ
ベ
レ
ス
ト
・
ス
キ
ー
探
検
隊
」
の
結
成
と
「
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
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と
し
て
の
冒
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二
つ
の
エ

ベ
レ
ス
ト
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一
九
五
〇
年
代
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「
学
術
探
検
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と
の
距
離
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「
プ
ロ
の
冒
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」
に
対
す
る
批
判
と
称
賛　
　
78

「
プ
ロ
」
で
あ
る
こ
と
へ
の
批
判　
　
「
プ
ロ
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
と
い
う
戦
略

３　
「
一
九
七
〇
年
」
の
時
代
背
景
と
「
エ
ベ
レ
ス
ト
・
ス
キ
ー
滑
降
」
の
意
義　
　
82

「
政
治
の
季
節
」
の
中
で　
　

科
学
技
術
を
駆
使
す
る
冒
険　
　

万
国
博
覧
会
と
ア
ポ
ロ
計
画　
　
「
大
滑
降

成
功
」
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
欲
望
の
接
続　
　

シ
ェ
ル
パ
の
死
に
対
す
る
「
冒
険
批
判
」
と
経
済
格
差
の
露
呈

４　

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
化
と
「
世
界
的
英
雄
・
三
浦
雄
一
郎
」
の
誕
生　
　
92

石
原
プ
ロ
に
よ
る
冒
険
の
映
画
化　
　

“The M
an W

ho Skied D
ow
n Everest

”の
成
功　
　

マ
ス
メ

デ
ィ
ア
・
国
家
・
資
本
を
「
飼
い
な
ら
し
た
」
三
浦
雄
一
郎
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第
4
章　
「
自
分
探
し
」
と
「
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
」
の
狭
間
で 

99

︱
国
民
的
英
雄
・
植
村
直
己
の
誕
生

︱

１　

植
村
直
己
と
「
単
独
行
」
の
意
義　
　
99

墓
石
に
刻
ま
れ
た
詩
が
語
る
も
の　
　

一
九
七
〇
年
代
の
社
会
意
識
と
「
冒
険
」
の
意
味
づ
け

２　
「
冒
険
家
・
書
き
手
」
植
村
直
己
の
登
場　
　
102

「
政
治
の
季
節
」
の
終
焉
と
「
異
質
な
若
者
」
と
し
て
の
登
場　
　

メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
化
す
る
植
村
の

冒
険　
　

冒
険
に
対
す
る
知
識
人
の
「
意
味
づ
け
」
の
変
化　
　
「
社
会
変
革
の
た
め
の
冒
険
」
へ
の
哀
愁

３　
「
ロ
マ
ン
主
義
」
と
「
商
業
主
義
」
と
の
狭
間
で
︵
一
九
七
六
~
八
〇
年
︶　　
110

メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
化
と
「
ロ
マ
ン
主
義
」
の
矛
盾　
　

本
多
勝
一
に
よ
る
植
村
批
判　
　
「
植
村
評
価
」

と
「
植
村
批
判
」
の
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ス

４　
「
国
民
的
英
雄
・
植
村
直
己
」
の
誕
生　
　
118

植
村
の
失
敗
と
挫
折　
　
「
真
正
な
冒
険
家
」
と
い
う
意
味
付
け　
　

学
校
教
材
と
し
て
の
植
村
直
己
の
誕

生　
　

教
育
問
題
の
前
景
化
と
植
村
直
己
の
消
費　
　

植
村
直
己
の
「
偉
人
化
」

第
5
章　

テ
レ
ビ
時
代
の
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
な
冒
険
・
探
検 

126

︱
﹃
川
口
浩
探
検
シ
リ
ー
ズ
﹄
と
「
真
正
性
」
の
変
容

︱

１　

テ
レ
ビ
で
観
る
「
冒
険
・
探
検
」
の
誕
生　
　
126

２　

高
度
成
長
期
の
冒
険
・
探
検
番
組
と
川
口
浩　
　
129

冒
険
番
組
﹃
シ
ョ
ッ
ク
‼
﹄
に
お
け
る
「
真
正
性
」
の
強
調　
　

視
聴
者
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
の
重
視　
　

「
教
養
的
」
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
は
な
く
「
血
わ
き
肉
お
ど
る
」
冒
険
・
探
検
へ　
　
「
入
れ
込
み
」
に
よ
る

「
真
正
性
」「
冒
険
・
探
検
ら
し
さ
」
の
創
出
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３　
﹃
川
口
浩
探
検
シ
リ
ー
ズ
﹄
と
「
真
正
性
」
の
変
容　
　
139

﹃
川
口
浩
探
検
シ
リ
ー
ズ
﹄
の
特
徴　
　

探
検
隊
を
語
る
言
説
の
変
容　
　
「
川
口
浩
を
笑
う
」
と
い
う
言
説

空
間
の
形
成　
　
「
や
ら
せ
問
題
」
と
「
冒
険
・
探
検
」
へ
の
バ
ッ
シ
ン
グ

４　

テ
レ
ビ
視
聴
の
変
容
と
「
冒
険
・
探
検
」　　
151

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
バ
ラ
エ
テ
ィ
的
な
テ
レ
ビ
視
聴
の
誕
生　
　

牛
山
純
一
に
と
っ
て
の
カ
ッ
パ　
　
「
ス
ペ
ク

タ
ク
ル
な
冒
険
・
探
検
」
を
求
め
る
若
者
・
子
ど
も
た
ち　
　

後
の
冒
険
家
・
探
検
家
た
ち
に
残
し
た
も
の

５　
﹃
川
口
浩
探
検
シ
リ
ー
ズ
﹄
の
人
気
が
示
し
た
も
の　
　
161

第
Ⅲ
部　

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
多
様
化
す
る
冒
険
・
探
検
―
一
九
九
〇
年
代
〜

第
6
章　

テ
レ
ビ
バ
ラ
エ
テ
ィ
版
﹃
深
夜
特
急
﹄
が
残
し
た
も
の 

167

︱
猿
岩
石
の
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
横
断
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
」

︱

１　

猿
岩
石
の
冒
険
と
は　
　
167

テ
レ
ビ
バ
ラ
エ
テ
ィ
版
﹃
深
夜
特
急
﹄
と
い
う
発
想　
　

猿
岩
石
の
冒
険
企
画
と
そ
の
特
徴　
　

テ
レ
ビ
番

組
・
新
聞
・
書
籍
の
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
化

２　

番
組
に
つ
い
て
の
称
賛
と
酷
評
︵
や
ら
せ
発
覚
以
前
︶　　
174

若
者
か
ら
の
高
評
価　
　

大
人
か
ら
の
酷
評
と
称
賛

３　
﹃
猿
岩
石
日
記
﹄
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
化　
　
176

出
版
企
画
と
土
屋
敏
男
・
堀
越
徹　
　

書
籍
へ
の
高
評
価
と
意
外
な
要
因
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４　

航
空
機
利
用
の
発
覚
以
降
の
評
価　
　
181

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
番
組
の
「
真
正
性
」
に
関
す
る
論
争　
　
「
や
ら
せ
」
へ
の
評
価
と
有
識
者
の
世
代

差　
　

バ
ブ
ル
の
名
残
と
「
第
三
世
界
」
へ
の
あ
こ
が
れ

５　

冒
険
を
批
判
す
る
様
々
な
視
点　
　
192

「
教
養
の
欠
如
」
と
い
う
視
点　
　
「
若
者
の
成
長
」
と
い
う
視
点
の
齟
齬

６　
「
猿
岩
石
現
象
」
が
残
し
た
も
の　
　
197

第
7
章　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る
冒
険
家
の
栄
光
と
転
落 

201

︱
栗
城
史
多
と
「
冒
険
の
共
有
」

︱

１　

ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る
新
し
い
冒
険
の
形　
　
201

２　

栗
城
史
多
と
は　
　
203

芸
能
界
志
望
か
ら
登
山
家
へ　
　

エ
ベ
レ
ス
ト
で
の
凍
傷
か
ら
滑
落
死
ま
で

３　

栗
城
の
冒
険
の
特
徴
と
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
係　
　
206

「
冒
険
の
共
有
」
と
ネ
ッ
ト
社
会　
　

著
書
の
出
版
と
「
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」
へ
の
露
出　
　

資

金
集
め
と
「
講
演
会
」
と
い
う
メ
デ
ィ
ア　
　

冒
険
の
中
の
過
剰
な
演
出

４　

栗
城
の
冒
険
ス
タ
イ
ル
と
社
会
か
ら
の
評
価
の
変
容　
　
216

ネ
ッ
ト
空
間
に
お
け
る
「
ア
ン
チ
栗
城
」
の
増
殖　
　

イ
モ
ト
ア
ヤ
コ
と
い
う
ラ
イ
バ
ル
の
出
現　
　

最
後

の
エ
ベ
レ
ス
ト
挑
戦

５　
「
栗
城
劇
場
」
の
閉
幕
と
「
栗
城
批
判
」
が
意
味
す
る
も
の　
　
224

「
単
独
」「
無
酸
素
」
へ
の
登
山
界
か
ら
の
批
判　
　

難
関
ル
ー
ト
の
選
択
に
対
す
る
批
判
と
「
映
像
配
信
」　
　

「
冒
険
の
共
有
」
へ
の
批
判
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６　

栗
城
の
冒
険
が
示
し
た
も
の　
　
233

第
8
章　

前
人
未
踏
の
地
な
き
時
代
の
冒
険
・
探
検 

236

︱
角
幡
唯
介
と
「
冒
険
を
書
く
」
と
い
う
行
為
・
情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

︱

１　

未
踏
の
地
な
き
時
代
の
冒
険
家
・
探
検
家　
　
236

冒
険
・
探
検
の
地
を
見
つ
け
る
こ
と
の
困
難　
　

二
〇
一
〇
年
代
の
新
し
い
冒
険
・
探
検
の
あ
り
方

２　

角
幡
唯
介
の
登
場　
　
239

角
幡
唯
介
と
は　
　

探
検
家
・「
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
」
と
し
て
の
地
位
確
立　
　
「
追
体
験
」
の
重
視　
　

「
極
夜
行
」
と
「
新
し
い
タ
イ
プ
の
冒
険
」
を
構
想
す
る
こ
と

３　

冒
険
の
「
行
為
者
」
と
「
表
現
者
」︵
書
き
手
︶
の
関
係　
　
245

冒
険
の
実
践
と
そ
の
「
表
現
」
の
関
係　
　

当
事
者
以
外
の
人
間
が
描
く
「
冒
険
」　　
「
行
為
者
」
と
「
書

き
手
」
の
緊
張
関
係

４　

ラ
イ
タ
ー
と
し
て
の
角
幡　
　
251

学
術
論
文
に
近
い
記
述
形
式　
　

卓
越
し
た
文
才
へ
の
高
評
価　
　

エ
ッ
セ
イ
集
の
発
刊
へ　
　

家
族
・
愛

娘
を
描
く
角
幡
と
そ
の
「
熱
量
」

５　

東
日
本
大
震
災
と
角
幡
の
冒
険　
　
259

「
非
国
民
」
な
冒
険
家　
　

冒
険
的
な
「
震
災
体
験
」
と
「
身
体
性
」
を
伴
う
ナ
ラ
テ
ィ
ブ

６　
「
教
養
」
へ
の
憧
れ
と
「
冒
険
を
論
じ
る
こ
と
」　　
265

冒
険
に
対
す
る
考
え
と
そ
の
変
化　
　
「
教
養
」
や
「
正
当
性
」
に
対
す
る
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

７　

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
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